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柏崎刈羽原子力発電所における自
動停止について
（未定稿）

原子力安全・保安院

柏崎刈羽原子力保安検査官事務所

金城 慎司

これまでの自動停止事象

復水器真空度低下による原子炉自動停止。52005/07/03

中越地震の余震によるタービン振動で、緊急停止。７2004/11/04

変圧器内の絶縁体にひび。発電機、原子炉が自動停止。１2004/07/09

発電機励磁装置の異常で自動停止。６1999/05/25

栃木県内での送電線への落雷時に自動停止。継電器の配
線ミスが原因と発表。６1998/08/29

落雷による主変圧器の損傷で原子炉自動停止４1995/01/05

タービン系潤滑油系の異常により原子炉自動停止２1991/02/21

概要号機日付

（参考文献：原子力市民年鑑２００５など）
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柏崎刈羽原子力発電所における
自動停止発生確率
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経年数と故障率の関係
（バスタブ曲線）

時間

故
障
率

初期故障期間 偶発故障期間 摩耗故障期間

(参考文献：事故から学ぶ技術者倫理、信頼性工学入門)

Decreasing Failure Rate
Constant Failure Rate

Increasing Failure Rate
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国内１６サイトにおける原子炉経年数と単位経年数あたりの
自動停止発生率

０．０２４１年川内０１２年志賀

０．０８７３年玄海０．０９１０１年浜岡

０．０５６２年伊方０．４１２７年東海２

０．１３４７年島根０．０８９０年柏崎刈羽柏崎刈羽柏崎刈羽柏崎刈羽

０．２３１０１年高浜０．０９８２年福島２

０．１５７８年大飯０．３３１７４年福島１

０．１９９７年美浜０．２４３４年女川

０．４９５３年敦賀０３０年泊

発生率経年数サイト発生率経年数サイト

原子炉経年数と自動停止発生割合
（全原子炉）
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柏崎刈羽-ln

福島第一-ln

福島第二-ln

女川-ln

浜岡-ln

島根-ln

東海第二-ln

敦賀-ln

美浜-ln

大飯-ln

高浜-ln

伊方-ln

玄海-ln

川内-ln
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原子炉経年数と自動停止発生割合
（ＢＷＲのみ）
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柏崎刈羽-ln

柏崎刈羽1-5：ln

柏崎刈羽6-7：ln

福島第一-ln

福島第二-ln

女川-ln

浜岡-ln

島根-ln

東海第二-ln
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